地区計画届出書チェックリスト

	地区計画名称
	向台町三丁目・新町三丁目地区

	地区区分名称
	戸建住宅地区Ａ地区

	

	項目
	制限内容
	届出内容

	建物用途
	次に掲げる建築物以外は、建築してはならない。

１　建築基準法（昭和25年法律第201号。以下「法」という。）別表第２（い）項第１号、第２号、第３号に規定する住宅、兼用住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿（ただし、２戸以内の住戸を有するものに限る。）

２　法別表第２（い）項第８号に規定する診療所

３　法別表第２（い）項第９号に規定する巡査派出所、公衆電話所その他これらに類する公益上必要な建物

４　前各号の建築物に附属するもの
	用途

（　　　　　　　　　　　　）

適　・　不適



	敷地面積の最低限度
	115㎡
	（　　　　　　　　　　　）㎡

適　・　不適

	壁面の位置
	建築物の外壁（出窓を含む）又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの距離は1.0ｍ以上、隣地境界線までの距離は0.5ｍ以上とする。ただし、これらの距離の限度に満たない距離のある建築物の部分が次の各号の一に該当する場合はこの限りではない。

１　外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３ｍ以下であるも
　の

２　物置その他これに類する用途（自動車車庫を除く）に供し、軒の高さが2.3ｍ以下でかつ床面積の合計が５㎡以下であるもの

３　自動車車庫で軒の高さが2.3ｍ以下であるもの
	道路境界線まで（　　　　）ｍ

隣地境界線まで（　　　　）ｍ

適　・　不適

※ただし書適用

有　・　無

（　　　　　　　　）

	高さの最高限度
	12ｍ、かつ、３階建以下とする。
	（　　　　　　　　）ｍ
（　　　　　　　　）階建
適　・　不適

	色彩・意匠
	１　建築物の色彩は、周辺の環境に配慮した落ち着きのあるものとする。

２　屋外広告物は、自己の用に供する表示面積の合計が１㎡未満のもの以外は設置してはならない。また、周辺の環境と調和するよう、色彩、大きさ及び設置場所に配慮したものとする。
	色彩等

１（　　　　　　　　　　　）

２（　　　　　　　　　　　）

適　・　不適

	垣・さく
	道路などの地区施設に面して設ける垣又はさくの構造は、生垣又は透視可能なフェンスとする。ただし、門柱および門扉並びに道路面（土地の形質上、土留壁を設置する必要がある敷地については、敷地地盤面）から0.6ｍを越えない部分及び法令の制限等により設置する必要のある部分についてはこの限りではない。
	構造

（　　　　　　　　　　　　）

適　・　不適

※ただし書適用

有　・　無
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